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技術開発の背景と目的
　メタン発酵技術は，嫌気性微生物の機能を利用して，廃水や廃棄物中の有機物を分解し，メタンを発生させる技術である。従来は，廃水処
理，汚泥処理技術として適用されてきたが，近年は，生ごみや食品廃棄物などにニーズが拡大されている。これらの技術は，巨大なリアクタで
時間をかけて処理する欧米方式が採用されているため，利用できる国土の狭い日本の都市部には不向きであった。そこで，分解速度の速い高
温メタン菌と，微生物の住処となる担体の充填により，当社オリジナルの高効率でコンパクトなシステムを構築した。

技術開発の成果と活用
　高温固定床式メタン発酵システム「メタクレス」は，固形物を含むバイオマスを高効率，高速に分解可能なシステムであり，醸造残渣，食品残
渣，汚泥処理などに適用されている。例えば，霧島酒造で稼働しているメタクレスは，食品工場から排出される食品残渣のリサイクル施設として
は国内最大級であり，1日に1,200トンの焼酎粕を処理，48,000Nm３のバイオガス（メタン濃度：60％）を回収している。バイオガスは工場の
燃料として使用しているほか，余剰分は発電，売電している。今後は，適用廃棄物，廃水種拡大，コストダウン，信頼性向上などの検討を継続し
て実施する。

開発方法
　有機性廃棄物，廃水は，適用先により組成が異なる。そこで，筆者らは，200種以上の廃棄物について組成，分解特性に関するデータベース
を作成した。実適用の際は，データベースを用いてバイオガス発生量を推定し，事業性を検討したうえで，小型実験装置で実廃棄物を用いた実
験を行い，処理に要する期間，バイオガス回収量，分解率などの処理特性の確認を行う。これにより，詳細な事業性検討，設計条件へのフィー
ドバックを行い，最適なシステムの設計，建設が可能となる。また，これらの技術は日進月歩のため，常にブラッシュアップを行い，信頼性の向
上，高効率化，コストダウンなどの技術開発を継続して行っている。さらに，メタン発酵処理後の廃水に含まれる窒素除去を中心とした新たな
高効率浄化技術の開発も行っており，より一層の適用拡大を目指して，常に最新のシステムの構築を行っている。
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